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：
た

だ
け
で

；
>

_

- ^

:

れ
ぬ
様
な
場
合
に
は‘:>
企
業
家
^

と
つ
.
'て
は
>
有
利
な
條
仲
で
：資
金
怒
得
る
機
會
は
：
.ー
0
へ
の
誤 

'.
1
>く
減
退
し
：、
利
益
を
得
吝
機
會
が
極
度̂
制
限
：さ
れ
、
且
：つ
囘
復
の.時
期
も
前
途
瀣
遠
な
歡
合.に
は
.、
低
金
利
0
^

•
 

.
V '
 

.

 
♦
.

. 

.

.

.

.

. 

.

.

と
は
：な
•ら
な
い
の
：：で
あ
るo

#
手
は
彼
れ
：が
將
來1に
對
1>
-
:て
ー
：
：
#

多
_ぐ
0
信
賴
を
掛
げ
得
：る
や
ぅ
に
な
る
ま
で
.
^
即
ち
復
興
が
充
分

.
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.

.

. 

.

 •

 
.

 

I

 

.....

に
始
ま
るま

で
--—

躊
躇
す
る
で
あ
ら
ヴQ
:

貸
手
の
_

が
ら
.み
て
も
、一貸
手
が
時
節
を
待
つセ
居
れ
ば
'

|

が
出
來
る
と
考
へ
^ ;

場
合
、

.然
i

®

金
利
で
短
期
.間
貸
出
し
度
：
g

M

a

て̂

る
：と
き
'で
：も
、

g

に
と
つ
て
宥
利
な
? :
:

と
で
ば
&

い
々
，您
利
で
&

信
用
の
.

提
供
も
ノ
良
い
借
手
が
將
來
の
見
透
し
妖
つ
：ぐ
ま
で
寧
ろ
借
入
を
延
し
て
ゐ
る

間
ば
金
く
無
駄
で
あ
る0
'
*に
浦
途
；の
期
待
啟
經
濟
的
：考
察0.
:み
m>
ょ
つ
て
ゐ
る
も
の
：で
：ゆ
な̂
々

人

が

食

象

屋

，
坐
活
上
の
健

/
 

•
- 

.

.

.

.

.

.康
ー
と
快
樂
、.
‘媒
樂
、*

戯
等
を
欲
す
を
で
あ
6

ぅ
と
い
ふ
：こ
お
は
•確
か

な
こ̂

で
あ
つ
て
、
：こ
れ
は
前
途
：に
見
込
：み
の
な
い
樣
な
時
に

も
、
I

必

ず

暴
I

へ
る
叢

f

素
I

，

併
じ

_

や——

經
濟
的
困
窮
が
最
も
劇
じ
く
#

つ
た
-U.:

き
一
^

-

政
治
的
困
難
が
そ
の
卜
：に
加
は
つ
て
.

來
る
。
' 

或
國
で
は
銃
制
の
.

下
.
で
、こ
れ
が
ろ：

,

.

.

.

!

勞
働
_

興
猿
.

の
I

的
意
義
，

,

'

:

五
V
 

0

-

0
 

- 

.

5



、
い
.
,
、
：
：G
 

ン
、

-
' :

.

(

.一
 

0
1
'
六)

'

究
く
維
持
さ
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
又
他

.の
國
で
は
極
端
に
宠
り
、
暴
動
さ
へ
起
る
か
も
、知
れ
ぬ
の
で
：あ
る
。

.何
れ
に
し
て
も
、S
女 

宛
は
擴
大
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
必
ず
早
晚
需
要
の
起
る
必
要
品
の

.取
引
を
行
ひ
、
計
畫
を
及
て
、
眞
先
き
に
立
つ
て
進
む
，や 

う
な
傾
向
の
企
業
家
も*政
治
的
騷
扱
の
危
險
の
た
め
に
躊
躇
す
る
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
尙
ほ

.1

人
の「

良
き
借
手」——

政
府
I
 

が
殘
つ
て
ゐ
る
。
大
戰
前
か
ら
さ
へ
、
政
府
財
政
は
國
務
の
上
で
重
要
な
も

.の
に
な
る
傾
向
が
あ
つ
た
。
物
質
的
福
祉
が
增
迪
す
る
と 

共
に
、
公
共
琪
業
味
國
民
坐
活
上
逋
大
な
役
割
を
演
ず
る
や
う
に
な
つ
、て
來
た
。
大
戰
の
淺
し
た
結
果
は
、
巨
大
な
債
務
で
あ

.つ
て
、 

そ
れ
の
處
理
が
政
策
の
變
更
を
行
ふ
機
會
を
與
ベ
た
。
そ
こ
で
經
濟
的
活
動
は
一
般
に
益
々
政
府
の
政
策
に
依
存
す
る
や
う
に
な

W
 

英
國
に
お5

て
も
或
程
度
さ
う

で
あ
る
が
、
他
の
國
々
に
お
い
て
は
尙
更

こ
の
傾
向
が
著
し
く
な
つ
たo政
府
は
自
己
の
計
箅
で
行
ふ 

大
規
模
な
投
資
家
で
あ
る
し
*
ま
た
膂
通
の#
社
で
は
次
期
の.貸
借
對
照
表
に
摩
心
し
な
け
れ
ば
な
'ら
ぬ
：の
，で
、
.數
年
に
わ
た
つ
て
の

前
途
0.
見
込
み
^
た
て)

る
こ
ど
の.出
來
ぬ
と
き
で.も
、
，政
府
は
遠
大
な
考
へ
方
を
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

::
'
又
他
の
借
序
が
信
用
さ
れ
な

,• 

: 

.
… 

._ 

. 

.

.

.

.

.

. 

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.

.

. 

-

'

. 

.'

:い
と
き
で
も
、
政
府
は
不
況
中.の
極
め
て
低
金
利
を
以
て
借
入
れ
る
こ
と
も
.出
來
れ
ば
、
又
復
興
，へ
の
：道
を
拓
く
上
に
お
い
て
少
く
.：と

も

議

度

こ

I

出
f

以

老

S

考窗番計算

^
^

論 
者
的
な
金
融
政
策
■を 
輝
化
す
る
た
め 
に
全
カ
を
づ 
^

^

義

務
<̂
>

あ

る

こ
 

と 
ヒ

指

摘

ず

る
o

で

あ

る

」

齒

〕

。

.

■̂
;

:

.，
ッ
■ •
■

;

• 

!

…

-■
: 

(

註〕

§

 

f

 
3
 

o

-

1

1

1

^

 

^

.
:斯
く
の
.如
ぐ
不
況
對
策
と
し̂

の
國
家
敗
策
は
理
論
的.に
認
め』
れ
た
1>
.、
ぁ
た
：事
實
上
に
も
現
は.れ
來
た
？
然
か
も
こ
の
國
家
政 

策
は
？
貨
幣
的
要
因
を
衝
く
場
合
に
、
.そ
^
效
果
^;
全
面
的
に
表
は
ず

&'
と
が
出
來
を

-0

而
じ
で
國
家
に
ょ
る
實
幣
的
要
因
の
支
配
は

1

一
つ
の
.形
を
と
つ
て
現
は
れ
る
。
：

:.1

つ
は
.ヮ
ア
ゲ
マ
：
ン
の
い
ふ
私
經
濟
：的
方
法
：で
あ
つ
て
、
主
と
し
て
金
本
位
制
下
に
お
け
る
デ
フ
レ 

.

エ
シ
.ョ
シ
讷
效
果
を
自
榴
と
す
：る
：も
の
、
'他
は
國
家
經
濟
と
し
て
財
政
祀
結
び0
^ :

:

.

ン
.フ
.

レ
：：

シ
.ョ
ン
：政
策
を

C
E

標
と
ず
る
も
の
.で
^

る
o
'こ
の
：一'一
つ
办
信
敗
政^ -
は
前
#
が
涫
極
^

で
あ
卜
、
：後
者
が
積
極
的
で
あ
る
點
に

.*.
' 

.:

.

 

-

法
意
を
要
ず
，

“

ぐ
：：
.：：
：
：
：
.

.

■-
■
■:':
冒
 

v:;y..

さ

,

ぐ'
V
V
'
'
.

即
ち
前
者
'
に
お
い
て
は
、.
貧
幣
的
要
因
.
の
操
作
妒
あ
ぐ
ま
で
も
金
本
位
制
下
に
お
い
て
疔
ぬ
.れ
、
從
り
て
私
經
濟
的
な
信
用
機
構
の 

內
部
^

お
け
る
國
家
銃
制
以
上
に
敗
づ
：る
こ
と
が
出
來
な
.
い
0
.

〖

積
極
胸
な
國
家
支
出
を
$

よ
.
ぅ

と

じ

て

：も

，
國

家

：の
放
.出

資

金

は

あ 

ぐ
ま
で
も
金
< 0

在
鄺
に
よ
つ
.

て
掣
时
せ
ら
れ
る
が
ら
"

# :

用I
:

濟
^

新

た

な

資

金

の

注

：入

を

畫

す

：る

と

と

が

出

來

が

い

。
：
若

し

金

本

位 

制
を
維
楸
し
歎
が
ら
，：：政
府
0 '
.
資
金
放
出
$ :
.

繼
續
す
れ
ば
^

金
0

流

出
<?
:
'
;な
づ
ゼ
金
本
依
^

!

自
體
が
兔
殆
に
_

す
る
こ
：と
に
な
ら
ぅ
。

故
^

こ
の
璩
合
<0
;

_

家

政

策

ゆ

前

述

し

た

：や
ぅ
：に

" '

ァ
.
フ
.
レ
^ '

:ぞ『

, 

.

.

.

.

. 

.
.
.
.
.

 

• 

. 

.

'

*
:

れ
、#
霖

策

：に
9
い
て
も
，
市
場
經
濟
的
な
毓
制
釔
出
で
：な

.い
：0
,
.
?
の
象
味
に
お̂;
て
、';
國
家
の
.經
濟
的
關
與
は
消
極
的
な
範
圍
に 

と
^̂

る
の
で
あ
る
。
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.

. 

' 

■ 

.

然

る

：に

後

者

に

お

い

て

は

、
：
金

本

位

の

停

止

を

.行

. 0

て
財
政
ィ
ン
フ
へ
レ
-̂
:

シ
3

ン
政
策
に
這
入
る

Q

で

あ

る

か

ら

，
，政

府

の

資

金

放 

出
に
よ
り
積
極
：^

信
用
政
策
を
遂
行
ず
る
こ
と
が
出
來
る
。
金
本
位
制
の
停
止
は
貨
幣
價
値
の
減
下
と
な
り
、.
爲
替
の
低
落
、
物
慣

.、.

.

.

.
パ. 

.

.

.

.

.

.

.

.

ぅ
.
.

'
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
. 
. 

. 

.

.

.
' 

•

の
上
昇
を
招
來
す
る
。
か
く
て
極
度
に
崩
落
せ
：る
物
價

<p
上
昇
に
よ
Iつ
て
、
.沈
滞
せ
る
經
濟
界
に
恢
復
の
刺
戟
を
與
へ
る
。
然
か
も
こ 

の
.場
合
、
通
货
造
出
に
よ
る
ィ
ン
フ
レ
エ
シ
ョ
ン

’政
策
は
*
依
金
利
の
，事
實
の
み
，に
よ
つ
七
は
容
易
に
恢
復
し
得

t
い
產
業
界
に
、
新 

努
働
振
興
策
の
.經
濟
的
意
義

 

七

C
I
O

一
 
七〕
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勞
働
振
興
策
の
經
濟
的
意
義

 

八

(

一
o j

八)

た
な
資
金
を
注
人
し
て
活
況
：へ
の
誘
引
を
與
ふ
る
こ
と
が
出
來
る
。
斯
く
の
如
く
、
政
府
支
出
の
墦
大

^

芩̂
財
政
<-
ン
矢
1>
-
.夂
シ
a'
:
.

. 

:
;
.
;
: 

.
一
 

ン
政
策
は
、
國
家
の
貨
幣
的
要
因
を
衝

V

不
況
對
策
と
し
て
、
極
め
て
積
極
的
な
役
割

’を
も
っ
こ
と.に
な
る
の
で
あ.る
0

/;

v 

' 
ニ
-
.
. 

1

'

國
家
に
ょ
る
貨
幣
的
要
因
の
操
作
が
そ
の
結
果
に
お
い
て
消
極
的
と
積
極
的
と
の
一
一
面
を
も
っ
と
す
れ
ば
、
そ
の
.孰
れ
が
現
實
政
策

と
な
っ
て
現
は.れ
る
か
は
、

一

に
そ
の
時
々
の
恐
慌
狀
態
に
左
右
さ
れ
る
。
恐
慌
の

.深
度
が
容
易
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
國
家

Q

政

策
も
お
の
づ
が
ら
積
極
的
な
方
向
に
進
ま
ざ
る
を
得
な
い
の
で
•あ
る
。
今
次
；の.恐
慌
は
そ
の
^ :
度
に
が
い
て
古
今^ ;
# :
有
の
：も
0
で
あ

づ
た
。
從
ク
て
貨
幣
的
要
因
を
衝
く
國
家
權
カ
ひ
進
出
も
遊
だ
稹
極
的
な
形
を
と
っ
て
現
は
れ
た

0;
.さ
：ぅ
し
て
こ
の
鼠
極
的
な
政
策
ぬ
、

単
に
ぷ
螓
的
钇#
沉
對
：策
ど̂

务
の
、で
.は
な
義
て
と
高

 

即
ち

〈

資
本
主
_
办
翁
段
階
に
お
い
て
は
ハ.こ
の
積
極
的
が
政
敗
於
經
濟
の
が
部
鞲
造
の

.裡

.に
織
り
込
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

パ

_

#の
癖
極
的
政
策
水
經
濟
办_
部
_

^

0

»
咬
織
0.
;
&吏
_
た
今
仏
：取
は'
經
濟
队
波
動
運
動
.
^
硏
究

.

.

.

.

.:

. 

• 

•
. 

. 

.

.

.

.
+ 

• 

..
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•
• 

: 

. 
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.

.

.

.

.
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.

.

.

.

. 

.

斯
る
政
策
を
と
り
い
办
た
方
嚮
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

フ
リ
ッ
ツ

•
ス
ィ
マ
ル
ク
は
こ
の
點
に0'
:̂
て
0;
次
0,
4
-ぅ
に
^'
へ
，
て
，
<
2

.
:
+
•
:
'
>
.
.

 

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

.

.

. 
:
 

‘

'る
'°
-
-
^
.
-1
'景
氣
現
象
.を
高
度
資
本
主_
時
代
0
典
型
的
な
現
象
だ
と
ず
る
と
>
»:
々
^:
^

で
、'經
_
稱
造
.ど
景
氣
響
と
の
ー
間
ぬ
相
互
關
係
0
蓓
す
る
を
と
於_』

如
ぬ
％
み0
^
^

循
環
と
い
ふ
働
態
は
經
濟
組
織
か
ら
現
は
れ
て
來
る
が
、
ま
た
一
方
經
濟
組
織
そ
れ
自
體
が
こ
の‘
.動
態

を
通

じ

で

次

第
に

變

表

さ
れ

、し 

そ
れ
に
.
ゎ
っ
て
ぞ
0 :
:
動
態
卽
ら
も
亦
次
欺
に
_

#

さ
れ
る
の
*

扣
が
？
が
、
る
* :
:

貪
と
關
聯
1 ,
-

:

て
*

■

々
：が
外
部
的
な
要
因
；に
，よ〗

る
攪
亂
だ
と
誤
認
す
厶
と
こ
；6 :
:

< p
.

諸
力
の
.

作
用
に
よ
つ
て
、
現
實
に
.

は
屢
ダ
義
蔽
ざ
れ
て
^ '

る
。
：
併
し
此
等 

'

の
»

因

ば

：事

實

灼

部

的

か

性

»

0 ;
^

0

で
あ
：る':
^

藎

し

庇

等

が

要

因

比

常

.
に̂
^

Â
w 

•
 

-
 

-
 

..

..
 

.

. 

......

部

分

連

動

：よ
”

發

坐

し

、
そ

し

て

次

に

現

は

れ

る

部

分

運

動

の

形

相

"
_

間

及

び

强

鹿

に

影

響

す

■
る
.
か

ら

で

あ

る

.。
#

つ
.
て

と

の

罾

か 

ら
、
‘

鼠
家
經
濟
0

變
革
に
特
別
&

意
.義
が
與
へ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
私
の
考
ふ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
最
齡
の
硏
究
は
一
般
の
' 

經
濟
理
論
i

rn
l

様
1

% .

办
最
も
邀
本
的
な
.
第
.
ー：
の
課
題
0

ニ
づ(

と
^

て
、
經
濟
生
沿
の
政
治
的
領
域
を
燶
泵
的
に
そ
0

- 

.
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.

.

.

.

1

般
經
濟
理
論
及
、び
經
濟
の
波
動
運
動
を
研
究
す
.
る
景
氣
論
^

お
い
て
•

經
濟
生
活
の
：

M

治
的
領
域
を
と
り
い
れ
る
と
いふ
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。
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っ
て
資
本
市
場
の
蔬
通
を
は
が
f

-;
;

.

(

.
_
0

へii:r

勞

働

振

興

策
:'
:
'
じ
 

.V.

フ'.V ':.、

.

第
十
の
流
通
の
粳
塞
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斯
る
政
策
は
恐
慌
に
.
ょ
：

つ
：：

て
：畏

縮

し

た

經

濟

の

曲

甭

を

-

洱

び

引

き

上

げ

る

：た
：め

0

緊

急

事

業
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.斯
く
の
：如

ぎ

勞

働

掘

に

は

、
直
接
的
な
も
の
と
麗
的

#
;%
'
の
;>
#
あ
芩
と
1言
：は
れ
：て
ゐ
る
。
直
接
时
勞
顧
振
興
策
と
は
、
.公
的 

の
手
段
か
ら
、
若1>
-:
<
は

公

的

卷
0
イ

W.
シ
ア
テ
ィ
ヴ
ぬ
ょ.
0て
、
-'
-あ
る
一〈

定
:0
物
財
消
費
目
的
の
た
め
の
：經
費
が
針
上
さ
れ
，
そ 

の
支
出
にょ

';

v
.'-
t
:直
接
附
加
的
勞
働
力
を
働
扒
せ
A
場
合
で
あ
る.
oこ
れ
：に
：反;1
.間
接
的
勞
働
振
興
策
と
は
、
例
へ
ば
自
動
車
：稅
：の

« 

減
、
*
税

瞭

餘::
'

投

資. 0

:租
税
^
1
1滅
.とい

ふ

が

如
き
政
渫
克
猶
じ
、
個
別
«.«
亦
企
業
家
的
なi

シ
ケ
テ
，ィ
ヴ
に
ょ
つ
セ.物
財
' 

«
调
の
た
め
の.附
洳
.的
*

を̂
支
诎
オ
名
嫘
洽
で
；あ
.各
0
と
。こ̂

る

か̂

う
：
.
か
.に
.̂

い
、て

凇

、
ぶ

分

ひ

疑

問

が

あ

.
る
0

と

い

ふ

：の

は
:;
'

個
別
經
忍
ィ
二
シ
ア
テ
ィ
ヴ
令
惹
き
起
：す
べ
：き
方
策
.の
娘
界
於 

明
瞭
で

::
&

^

:若
し
他
の
：諸
政
顧
腕.:

&

派

生

的

に

勞

：働
0

雇
傭
が
、起
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ

れ

は

勞

働

振

名

を
も

.

つ
て
呼
ば
れ

ノ
，
.:

勞
働
拫
興
策
.
の
：經
濟
的
意
義
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1
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H
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.

る
'

こ
と
が
出
來
な
い
。
木
來
勞
働
振
興
策
と
、い
ふ
の
は
、
國
家
支
出
に
よ
つ
て
實
行
■

さ
れ
、
惹
t -

起

さ

れ

る

投

資

で

办

り

、
從

つ

..て
國 

，
家
豫
箅
の
支
出
部
；曲
の
增
加
か
ら
起
つ
て
來
る
も
の
で
.
あ
る
9

と
こ
ろ
が
、
さ
き
に
例
乐
し
た
租
税
輕
減
、
租
税
證
券
は
財
政
の
次
入 

部
而
に
お
け
る
方
策
で
あ
つ
て
、
そ
の
•
作
用
が
遠
く
及
ん
で
努
働
の
振
興
に
役
立
つ
と
^

^

ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
斯
る
方
策
を
直
ち
；に
勞 

働
振
興
策
と
し
て
說
く
こ
と
は
不
合
理
.

だ
と
思
は
れ
る
。
だ
か
ら
間
接
的
勞
働
振
興
策
と
.
>
.は
.
れ
.
る
も
0

,

&

ぃ
.
.通
商
：
^

^

！

^

 

r

ネ
ル
：；
 

テ
ル
政
策
と
同
じ
や
う
に
、
廣
く
國
家
の
經
濟
銃
制
と
い
ふ
概
念
に
含
め
て
.
よ
か
ら
う
9

そ
こ
で
吾
々
は
勞
働
振
興
策
を
以
で
前
述
の 

直
接
的
軀
澳
策
に
限
る
こ
と
が
出
來
る
。

. 

.

ま

た

吾

々

；
ば

こ

：；
の

：勞

«
振
興
策
を
今
日
の
勞
働
奉
仕

(

>
&
&
3
&
|

ご
と
區
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ0
#働
_
仕
に
お
い
て

、̂

双 

:洽
的
'*
戾
經
濟
的
自
的
を
も
つ
た
或.特
殊
の
國
家
經
濟
的
生
隹
過'程
が
問
題
で
あ
つ
；て
、

一

つ
の
遊
離
：さ
れ
た
自
然
經
濟
的
な
救
濟
事.

業
を
#
ベ:

て
ゐ
：る
の
で
は
な
い6 

.
勞
働
；振
興
策
は
あ
く
ま..
で

.；も
國
家
的
投
資
に
よ
つ
て
惹
き
起
さ
れ

_
.る
勞
動
0
雇
陳
を
意
味
す
‘る
ので

.
、
.
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.斯
石
意
味
の
勢
働
振
興
策
は
"
前
，に
も
述y
た
：.や
う
に
、
廣
.<
:*
共
事
業
、.緊
急
事
業
を
包
括
す
る

a

而
し
て
其
の
次5D
や
う
：な
形 

で
經
濟
的
；に
惹
き
起.さ
れ
る
。
即
ち
市
場
經
濟

M

注
文
が
：與
.へ
：ら
れ
、
さ
う
し
て
：國
家
經
濟
若
し
く
は
國
民
經
濟
に
お
い
て
調
達
さ
れ 

た
物
財
が
投
資
と
な
る
め̂
ぁ
る
。
：挺
^
て
勞
働
振
興
策
は
ま
づ
斯
る
揸
資
部
面
に
現
は
れ
、
次
い
で
投
資
財
の
供
給
産
業
及
び
消
費 

財
產
業
に
這
人
り̂
ん
で
.ゆ
く
 

o

::

斯
様
に
解
せ
ら
れ
る
勞
働
振
興
策
は
公
的
資
本
經
濟

.を
超
-え
て
.

4'

般
國
民
經
濟
の«
幣
及
：び
資
本
市
場
に
：結
び
つ
け
各
れ
て
ゐ
る

o 

勞
働
振
興
策
.の»
點
に
.お
い
て
.は
、
國
'家
の
財
政
と
_

民
經
濟
的
質
幣
市
場
^
金

融

と

、
は

同

，
一

0
も
の
：i
;t
x
li
察
さ
れ
^
ば
な
.Sぬ
。 

即
ち
財
政
^
金
触
^
は
ノ
勞
働
振
興
策
に
お
い
:*
は
、
：；：共
同
的
な
形.を
'̂
り
、.が
冷
線
體
的
友
國
路
紙
濟

g

養

循

環

蓮

じ
.て
共
^

影
響
を
§

る
：か
.ち
で
.あ
.
^
®
ザ
 

• 

: 

- 

• 

_
 

- 

-

'
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s
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K
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崔
 

f

，
.
^
^
-
^
五

直

八

 r::y」：
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s
.
.

:
;
.
.
:§
て
勞
働
調
德
策
が
公
洪
事
業
.、
'緊
急
事
義
€>
.全
«
を
含
む
^
す

る

决
 

'斯
.る
政
策
は_決
し
て
最
近
に
起
つ
た2>
で
は
な
ハ
。
：
.公
共
' 

«
業
、
，.土
本
事
業
,:
¥
救
濟
畜
業
：ぃ'響
事

業

诚
_
に
淳
::
:
<
'
か
ら
行
；：̂
,て
；ゐ

卷

：併
し
；過
去
に
お
け
る
比
導
仏
事
業
並
.に
そ
れ
に
附
隨 

し
'て
支
^
さ
受
國
家
の
資
金'潘

ば

,
大
儒
：に̂

い

基

着
_

動
、と
敢
行̂

に
多
く
不
況
時
に
少
い
の
が
常
態
で
あ
、つ

政
府
も
財
産
購
入
に
必
要
な
散
入
を

得

、

資
金
の
晋
入
も
容
易 

と
な
るQ

'

不
況
時
に
は
、‘政
府
,^
眉
は
通
常
負
債
の
讓
に
带
し
み
、
借
入
能
力
も
減
殺
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

t
の
.や
う
な
常 

態
.の
ま
、
で.は
、
好
況
：を
い
ょ
い
ょ
刺
戟
し
、
ま

.た
そ
の
反
動
と
し
て.不
观
を
鈮

.々深
刻
な
，ち.し
め
る
傾
向
が
あ
つ
た0斯
く

の

如

べ
 

產
業
-#
の
*

期̂
.:̂
お
い
て
、
更
に
遁
加
的
な
事
業
'3
1
に
亥
出
が
國
家
、.公
典
團
體
の
手
を
通
じ.て
行
.は
れ
る
と
す.れ
.ば 

> 好
況
は

 ̂

き
養
.
.ぎ：と
な{
、
そ
の
結
果
は
不
況
を
避
刻
に
す
る
、こ
と
に
な
ら

.う
。
の
み
な
ら
ず
、
國
家
、
公
共
團
體
が
好
況
期
.に
お
い
て
そ
の
全 

資
力
を
德
盡
し
て
了
へ
ば
、
.一

0ー.不
況
湖
に
這
入:0
た
場
合
に
、
何
等
の
仕
事
も
出
來
な
く
な
る
で
あ
ら
う
。
斯
く
て
景
氣
變
動
を
緩 

和
し
*
經
濟
の
被
動
を
平
典
北
す
る
た
め
に
、
公
共
事
業
は
出
來
名
だ

_け
繁
榮
期
'に
-̂
手
腔
へ
ら
れ
、
泜
物
價
、
低
金
利
の
沈
滯
期
に 

勞
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振
肩
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延
期
さ
る
べ
き
だ
と
い
ふ
議
論
が
\

今
日一

般
に
認
め
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れ
て
ゐ
名(

©
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飯
田
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抚
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物
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廣
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.

前
述
の
英
國
王
立
國
際
問
題
硏
究
所
の
報
告
に
も
次
の
や
ぅ
な
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。

.

「

公
共
事
業
は
公
共
團
體
の
利
益
のた

： ©

に
行
は
れ
る
資
本
的
性
質
の
事
業
と
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
，が
、と
の
問
題
は
：近
年
廣
々
注 

ぺ
意
を
惹
い
七
ゐ
る
：0
へ
失
英
國
ゎ
地
：方
當
.局

者

及

び

：ぞ
0 :

他
の
公
共
«

艰
ぱ
、旣
に
、.|
:九
：1
^

業
を
相
當
多
く
實
行
し
て
ゐ
た
し
、.
大
陸
諸
國
に
お
い
て
も
ほ
^

同
様
で
あ
つ
た
。
併
し
不
況
の
勃
發
淑
來
、
：海
外
：の
多
<

の
.國
は
そ 

<7
>

公
共
事
業
計
畫
を
著
如
ぐ
擴
張
し
た
0

で
が
る
。
*

本

的

事

業

に

つ

；
い

.
：て
：
重

要

溆

事

柄

ぱ

巧

に
、
そ
の
費
用
の
囘
收
に
は
、
多
年
を
要
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
公
共
事
業
は
ま
た
通
貨
勝
脹
9

有
效
卷
ー)

形
態
で
あ
る
。
：藍
し 

J

長
に
つ
い
て
の
消
極
的
な
性
質
ば
か
り
で
は
な
く
、
積
極
的
な
性
質
を
も
有
.
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
公
典
土
木
！*
^

は
國
興
の
：
.

財
產
を
嗆
加
七
-;
;

'

.

べ
#

る
程
度
め
納
税
カ
を
も
增
加
4

-'
-%

然
か
も
1
普
通
所
得
0

不

足

ほ

起

ふ

澈
^

.

公

次

事

業

は

私

人

：の
投

資
が
減
が
し
た
烈
し
い
不
況
期
に_
そ
-©
代
用
物
と
.な
る
こ
と
；が
出
來
る
。
：公
共
土
木
事
業0
問
題
は
、
：今
日
.で
は
經
濟
生
活
が
甚
だ 

.複
雜
笨
た
め
に
、.單
に
忘
れ
：ち
れ.て
>̂

る
か
、
：或
は
.見
落
さ
れ
て
ゐ
る
常
識
的
な
事
實
一-即
ぢ
遯
ん
で
ゐ
.る
貯
蓄
は
働
か
ず
に
ゐ
る"

:
勞
働
と
同
様
に
、
何
時
ま
で
も
そ
の
ま
\

に
參
持
.し
得
な
い
と
い
ふ
事
實
-
-
-
に
甚
い
て
ゐ
る
;<
0

‘で
あ
る
0

而

し

て

こ

.の

兩

方

は

典

に

使
"用

され
ね
ば
なち
ぬ
も
の
で
、
然
ら
ざ
.る
と
き
は
、
取
り
返
し
の
つ
か
ぬ
程
無
駄
に
な
る
に
相
違
な
い
。
そ
こ
で
理
㈱

ゑ
、 

公
共
事
業
に
禅
ら
從
事
す
る
と
^

-

—

公

共

的

資

本

財

の

膨

脹

-
-
-
は

避

資

<?
:

働
か
ず
に
ゐ
る
勞
働
と
の
存
往
す
、る
不
況
期
に
は
、

一

般

に

液

認

さ

れ

る

と

見

做

じ

得

る

の

：
：
で

あ

る

し

-°
®〉

、

.

.
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.
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、
.
尚

ほ公
共
事
業
が
：不
況
期
に起
さ
：れ
ね
ば
な
ら
ぬ.理
在
為
し
，

：
こ
の
報
吿
書
は
好
■

述
べ
±
ゐ
る
？
-
-
-
.

「

.1
£
に
文
こ
.の
：事
情
は
遯
ん
呛
ゐ
，.る
資
源
以
存
在
し
荩

と
.と
^i

起
る
か
と
い
ふ
點
か
ら
ハ
逆
の
事
が
考
へ
ら
石
場
合
ぬ

^
强
侧
さ
れ
る
の
で'^
る
:0
遊
ん
で
ゐ
る
資
源
が
存
在
し
な
.い
と
す
れ 

ば
、
公
共
團
體
め
活
動
は
資
金
”
勞
働
、
；材
料"
敷
地
に
關
し
て
、
私
人
：の
投
資
家
と
直
接
競
爭
す
る
こ
と
に
な
る
セ
あ
ら
ぅ
タ
物

1!
、 

賃
銀
、
利
，率
等
ば
需
要
が
见
ま
る
.ま
で
騰
貴
す
；
.る
楚
ら
ぅ
^
.又
若
-1
.
公
共

,
.
.
.
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■
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■:
.
"
,
.
' 

-
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-
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->
、

.
'
.
.
:
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.
，
パ

'さ
れ
る
：の
ほ
、
私
人
の
投
資
家
の
需
要

.で
あ
ち
：ぅ:,
°
こ
の
間
：に
お
い
て
尙
ほ
需
要
を
^

急
速
•な
物
價
騰
貴
を
基
键
と

■ 

■ 

- 

. 

- 

.
'
.
. 

.

. - 

,
 

: .
.

.

.し
て
そ
.の
fi
t
算
を
た
て
る
で
あ
ら
ぅ0
:從
つ
て
投
資
を
誤
る
機#
が
多
べ
な
る
で
あ.ら
ぅ
0
物
價
の
騰
貴
と
共
に
、
景
氣
は
ブ
ー
ム
と

•
 

- 

.

.

.

.

.

.

“な
り
，
纏
：て
ま
：た
不
況
に
陷
る
で
あ
ら
：ぅ

.-
0

不
況
が
起
る̂

>
.そ^
ょ
|り
以
前
.に
:»
業
を
延
期
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
.か
つ
た
私
人0
投

資
家
は
”
將
來
に
對
し

H

疑
問
を
懷
き
、
そ:1
>て
最
早
物
肩
や
金
利.が
俄
卞
し
て
冬•
彼
等
が
考
：へ

V

ゐ
灰
企
業
の
.創
設
や
擴
張
を
欲

し
な
く
な
：る
で
0

ら
ぅ
' 0

斯
く
し
て
'

そ
0

反
對
の
關
係
.
が
：不
況
中
の
^

 ̂

に
理
論
上
の
根
據
を
輿
べ

る

。

：

而

し

て

に

.繁
榮
期(

に
營
ま
れ^ :
斯
る
靡
業
が
甚
だ
し,<
攪
亂
を
坐
ず
る
原
因.と
な
る
'こ
と
も
明
ら
か.で
あ
る
。.

•斯
く
.て
公
共
.事
業
が
下
況̂

パ
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.
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.
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に
實
行
さ
れ
ね
ば
な
も
ぬ
：こ
：と
：は
明
瞭
で

.あ
る
し
と
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房
働
振
興
策
：S

濟
的
意
；義 
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c

l

o

H

o
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四

.

こ
の
.
や
ぅ
，に
公
共
琪
業
が
不
況
期
に
起
さ
る
べ
き
理
由
は
明
ら
か
で
.
あ
る
。
こ
の
公
共
需
要
は
景
氣
變
動
に
お
い
て
、
そ
の
波
動
を 

平
坦
化
す
る
節
動
輪(

B
a

l
a

n
c

e
,

w
h

e
e

l
)

と

-1
>‘

て
役
割
を
も
つ
て
ゐ
る
.

の
で
.あ
る

0

と

こ

、ろ
が
斯

る

事

業

は

廣

く

社

會

事

業

"
一
般
を
食 

む
も
の
で
あ
る
か
ら
*

事
業
そ
れ
自
體
と
し
て
.
は
.、
'
 

以
上
の
■

や
ぅ
な
理
念
を
も
つ
以
前
に
"
.

社
會
政
策
的
な
意
味
で
行
は
れ
て
ゐ
た
。 

失
業
保
險
も
公
共
團
體
の
振
興
策
も
す
ベ
て
社
會
政
策
的
性
質
を
も
つ
て
ゐ
た
と
言
つ
.て
ょい

？
，

だ
か
ら
こ
れ
等
の
事
業
は
景
氣0

；

變 

動
と
殆
吃
並
行
的
に
行
ぼ
れ
て
來
た
ゲ
即
ち
好
景
氣
^

と
き
に
却
つ
て
盛
に
行
社
れ
、
不
況
期
に
は
全
；く
畏
縮
ず
る
や
ぅ
な
フ
狀
態
で
-
 

.

あ
つ
.
た
？
，.
ベ
：
:

ハ.

’？
 

.
 

.
 

:

一： :

に
:;

：:
':'

へ̂
 

.

へ：.
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'
-
-
:
.
.
:
.

へ
；
..
.

;
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- :
.
:
ぃ
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.
■
- 

•■
■

ま
づ
失
業
保
險y

：

つ
い
：て
：
い
ふ
と

>
 

其
は
一
、
定

の

時

に

.
經
濟
か
ら
財
產
.
力
を
と
つ
て
お
い
て
、
他
の
時
：に
そ
れ
：す
#
び
返
却
す
る
の 

.
:で
あ
る
如
ら
、、« '
.
'

用

政

：霞

苄

渉

に

似
'て

ゐ

备

が

、
:-

失
業
保
險
0

'

た
め
.
に
す
'
る
雇
主
と
勞
働
禮
と
0

_

^

は
多
く
或
は
少
く
取b
れ
石
。
尤
%
好
景
氣
の
皓
期
：で
失
業
の
承
い‘と
ぎ
^

は
、
；失
業
保
險
め
甚
金
は
增
大0
^

業
の
多
い
と
き
に
は
、
.基
金
も
減
少
；ず
名
？
從
.
つ
て
景
氣
と
共
に
» )

#
す
る
所
#

に
つ
.い
て
は
.

一

〕

定
の
：掏
衡
.
が
.
保
た
れ
る
。
失
業
保
險
.

そ
の
も
の
匕
办
つ
て.は
，
非
常
に
多
額
の
金
額
が
重
要
で.あ
：る
。
#

も
好
身
氣
時
代
^

^

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

ィ
.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

.

.

.

こ
の
：醵
金
は
絕
ぇ
ず
解
消
し
て
し
ま
：ふ
0
斯
く
失
業
保
險
は
景
氣
政
策
的
性
質:^
り
は
社
: #
政
策
的
尨
性
質
％
も
？
^
の
と
考
へ
ら
れ

.

.

.

 

-

.

て
ゐ
：た
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.

-
'
'
-
,
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註)
E, Wagemann, Konjunkturl

g-.re,

邦
譯
ゴ^
^ ̂

,

勞
働
振
興
策
：に
至
つ
て
は
明
ち
か
.に
景
氣
政
策
的.な
性
質
を
も0
て
ゐ
な
^

ド
ィ
ツ
に
つ
い
て
言
へ.ば
、

1
A九
：五
年
か
ら
，

.I

九
十1

1年
食
で
に
お
け
る
地
：上
：エ
*
及
び
地
下
エ
事
の
た
め
；

0
公
共
團
體
0
^
^

し
た
。
向
樣
に
，
ー：
八
：九
0
年
か
ら
：ヤ
九

〕

\
^

 ̂

景

藝

動

：に
殆
ん
ど
完
全
.に
並

, 

•
 

. 

• 

•

一
行
し
：て
ゐ
る?

そ
れ
故
に
國
家
公
共
園
體
は
產
業

4

昇
期
に
は
決
つ
；た
や
ぅ
.に
そ
の
振
興
を
增
加
し
、
不
況
期
，に
は
減
少
し
た
？
併
し 

公
共
：園
體
は
奮
の
收
入
の
* 1

搖
が
ら
當
然
辱
つ
弋
來
る
と
と
ろ

€ >

斯
石
擴
興
齔
策
に
よ
つ
て
、

.
景
氣
變
動
を
、
從
つ
て
景
氣
一
の
摧
移
に
■

.へ 

お
げ
為
經
濟
的
緊
張
雙
益
：々

齋
化
す
：る
と
趴
ふ
結
果
ぬ
な
ク
た
。
ー
故
吃
地
方
行
政
は
產
業
恐
慌
と
共
に
起
つ
て
來
る
央
業
に
，決
つ
た
や 

ぅ
ぬ
襲
は
れ
、
斯
る
=狀
態
の

;%
-
-
^

に
お
い
：て
は
；、
救
濟
事
業
：の

'
緊
急
：手
段
に
よ
つ
て
の
み
纔
か
に
失
業
對
策
ど
な
し
得
た

;0
,

急
激
紀
增
加 

す

各

賺

の

：重_

の
も
と.に
救
濟
事*

を
©

し
た
都̂

の
«

は
- »
:

り
き
つ
た
ダ
ぅ
に
急
速
に
增
■加
し
、.
失

業
O '

減
少
と
共
：
1

激
忆
減 

少
1>
た
:-
''-0

糜
業
.が
秭
び
上
昇
し
ほ
じ
め
る
：占
共
ぬ
、
：

.类
業
間
題
ん
亦
國
家
が
か
市
町
村
疼
至
る
ま

^

か
ら
消
え
た
が"
.更
に
新
た
^
失
：業
.の
：襲
來
ぬ
遭4
や
、
同
様.に
不
充
分
な
救
濟
事
業
と
い
ぶ
手
段
を
と
、る
、こ
と
を
餘
儀
な
ぐ
：さ
れ
た
：。 

何
れ
に
も
せ
よ
、
人
々
は
大
戰
前
^
救
い
て
旣k
勞
働
涎
期
.の
問
題
、
即
ち
失
業
救
濟
の
た
め
'に
繁
忙
期
に
は.仕
事
を
延
期
し
：：て
、
閑 

散
期
に
こ
れ
、を
は
じ
め
る
と
い
ふ
問
題
：を
取
り
扱
つ
て
ゐ
た
け
れ
ど
も
、
失
業

.の

..豫
防
方
策
は
之
を
採
ら
尨
か
つ
た
し
、
ま
た
採
る
：こ 

と
が
出
來
な
が
つ
た
.0

從
や
で
從
^
の
^
家
&

^

^

^
の
振
興
«
は
產
_
の
夂
1
運
動
に
並
行
し
て
動
く
た
め
め
景
氣
變
.動
を
緩
和
し 

な
^
セ
;.
>
:へ.寧
ろ
.こ
;#
を
_
北
6

«
で̂
あ
る
夕1
日
セ
：.欧
、
-,
'
'
^
^

延
期
し
て
沈
滯
期
に
行
ふ
べ
き
で
ぁ
る
と
い
ふ
主
張
が
疋
當
視
さ
れ
て
.
ゐ
ー
る
が
、
.；斯

様

な

景

氣

政

策

的

な

意

味

は

ド

ィ

ツ

で

は

一

九

ニ 

勞
働
振
興
策
の
經
濟
的
意
_
 

、
 

.

 

二

一
 

.
'

(
1

0
1
ー
ニ

)



勞
働
振
興
策
の
經
濟
的
意
義 

一
三
.

-

2

Q

3

V
 

六
华
の「

勞
働
振
興
綱
領」

以
後
に
起
つ
た
も
の
だ
と
ll
rt

は
れ
て
ゐ
る(

註)

。

•

(

&

w

, 

w
a

g
e

m
l

,

 

K
o
n
j
u
n
k
d
r
l
e
h
r
e
,

邦
,

三
〇
五
|
 

七
免

A
尙
ほ
タ
ザ
ヶ
ヴ

ィ

チ(
K

a
z

a
k

€
v

k
i

o

: fc
i

る
.
と
、
公
共
事
業
を
產
業
の
節
動
輪
と
し
て
考
へ
る
思
想
は
次
の
や
ぅ
な
經
過
を
迪
0 :
た 

.

も
0

^

と
.
ぃ
ふ
4
—

^

と
の
3
|

想
は

1

.

九
0

九
竿
の
英
國
救
_

委
員
會(

B
r
i
t
i
s
h

 

C
o

m

日i
s
s
i
o
n

 

o
n

 

t
h
e
.

 

P
o

o
r

 

L
a

w
s
〕

©

少
数
報
告
：
 

及
び一

九 

一

i
年 

一

一
A

1
®

3

1
ク
に
お：

け
る
ウ
ェ
イ
ン
ラ
：イ
ト
委
員
會(

w
a

i
n

w

ts.

^ .t
n

o
m

m
i

s
s

i
o

n
)

■
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
たo

\
l

九 

'

1

七
年
に
通
過
し
た
ベ
：
ン
.

シ
ル
/ゥ
ブ

一

一

ァ
の
緊
急
公
共
事
業
法
は
こ
れ
と
同
一
思
想
を
立
法
化
し
た
最
初
.
の
も
の
.
で
あ
ら
た
が
、
こ
ぅ 

法
律
啾一

九
ニ
三S

や
に
效
果
な
W

も
の
と
し
て
廢
il
:

さ
れ
だ
。
同
様
な
法
案
は
他
の
諸
州
にA

ぃ
て
通
過
し•

ま
た
こ
れ
に
似
た
性
質 

;

の
ぃ
み
ぃ
：.が
な
案
が
戰
後
.
の‘
亦
況
中
議
會
焉
出
さ
れ
た
。

一
九
二
ー
.

年
九
月
0

「

失
樂
に
關
す
る
大
統
領
#

| «」

^

|

ぎ

？
0

。？ 

f
l

c
e

o .n
l

u
n

e
m

p
l

c
f

 
n

t

)

:v
'
:

に
ょ
つ
て
同
様
な
勸
獎
が
な
さ
れ
、
ま
た
一
さ一

三
年
初
め
*

當

時

陳

務

卿

：で
あ
つ
：た

フ

ー

ヴ

T -
が 

大
棘
領
に
與
ふ
^ ;

文
»

に
ぉ
ぃ
で
_

様
な
思
：想
_

發
表
0

た
0:;:|

九
ー§

 

0

r̂ 

就
業
安
定
風
c

3

g *
:

r
^ '
w

m

p

i

o

y

m

l

s

t

&

f

t

i

o

n

w

o

l

^

_

^ -
^

そ
し
て
こ
の
安
定
局
は
囊
敗
1 &
;

を
*

守
り
ぜ
^

 

,
:の
狀
態
が
起
づ
て
ゐ
る
か
思
ぅ
が
*

:

又
呔
合
衆
國
若
じ
く
は
ぞ
.€ >
,

童
|

^

部
分
0

:

つ
ぃ
て
、
六
ゲ
月
以
が
.ぬ
不
»

が
_

る
：氣
配
が
あ
る 

か
ど
ぅ
か
ぞ
大
銃
領
に
報
吿
す
名
.

こ
.
と

，
に

な

つ

：
た

-'
0

:

斯

機

ぬ

し.て
7

^ -

つ
V

あ
る
ご
と
ば
周
知

.の
通
り
で

^

る
®

)

 

o

:

,

— 

A
& 

i 

0̂ 

pp. 

S
400
.
.
m田
：氏
前
揭
書 | 
九
^

1」

九
瓦
頁
：

.

:

,
、
:

.
斯

く
 

：の

如

く

、
：
勞

働

振

興

策

0

も
0

景
氣
政
策
的
性
質
は
次
第
に
意
識
せ
ら
れ
て
來
た
.
が

、
へ
こ
れ
：が

有

ヵ

尨

政

策

と

し

て

實

施

.の
過 

程
に
移
さ
れ
た
の
は
^

g

世
界
恐
慌
以
«

で

あ

る

。
：：

P

ち
恐
：慌

對

策

と

し

て

の

：登

場

^

以
て
、.
：へ
吾
；々.は
と
：の
勞
働
振
興
策
の
：新
た
な
意 

味

を

看

取

す

：る
.
こ
.
と
が
5

5

來
$

で
あ
る
。
然
か
も
恐
慌
中
：に
お
け
る
こ
の
對
策
に
つ
い
て
も
、
そ
0

內
容
は
數
段C
階
梯
を
經
て
ゐ 

ァ
メ
リ
ヵ
：に
ぉ
：い
て
は
、

ー：九
ニ
丸
年
及
び
.
そ
れ
に
：つ
-

べ
恐
慌
の
初
期
に
は
>

公
共
事
*

の

擴

大

を

圭

と

.し

て

事

業

沈

退

を

防 

ぐ
^ -

段
と
考
へR

ゐ
た
o

と
の
考
へ
は
過
.
剩
投
資
©

反
動
と
し
沈
滯
が
起
.
つ
た(

の
に
も
拘
ら
呶
、
：出
來
る
だ
け
と
：れ
を
促
進
す
る
こ
と 

が
望
ま
し
い
と
い
ふ
前
提
の
も
と
に
た
て
ら
れ
た
の
：で
あ
る
。
吾
：々
.
は
斯
る
意
味
の
公
共
事
業
を
第
一
の
：階
梯
と
み
て
よ
い
。
併
し
こ 

の
考
へ
は
失
業
並
に
財
政
不
足
が
極
雜
に
達
す
る
に
從
つ
て
變
つ
て
來
た
。
不
況
0

深

雜

と

典

：に
、
：§

ハ
事
業
：の_

天
^

^

'
. 

.
 

, 

:
■
. 

, 

:
.
..
.

'

.

'

:
■ 

.. 

- 

- 

.

'.
:

.

. —

'
'ン
：

、;
ン
：

.
-
.
ノ

 

.

職
を
與
へ
ん
と
す
る
動
機
に
よ
つ
：て
動
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
o

こ
れ
が
第一

1

の
階
梯
で
あ
.
る
。
故
に
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
尨 

大
か
る
失
業
群
'

の
救
濟
が
中
心
點
で
あ
つ
：て
、
.
公
共
事
業
を
通
じ
：て一

般
事
業
活
動
に
現
は
れ
る
財
政
的
•

金
融
的
•貨
幣
的
な
影
響
に 

は
注
意
さ
れ
な
か
つ
た
。
そ
の
た
め
政
^ -
:

の
史
出
增
大
も
金
本
位
制
に
よ
つ
.

て
制
限
さ
れ
、.
金
本
位
制
度
を
危
く
し
：て
ま
で
政
府
の
支

.

.

.■ 

• 

: \

 

- 
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.
. 

'
.
: 

.
'
.
: 

.

.

. 

.

.

出
を
增
大
す
る
や
ぅ
な
こ
と
は
行
は
れ
な
か
0

:

た

.0

と
こ
.
ろ
：が
：第
ー
ー
ー

( 0

嘧

梯

に

這

入

岑

と

、
：、
公

共

事

業

の

間

題

は

恐

慌

期

に

お

け

る

財 

政
的
，貨
幣
的
政
策
の
問
題
た
&

様

相

を

備

へ

，
て

來

た

。
：
：
そ

し

て

公

共

需

要

は

資

本

財

生

產

を

刺

戟

し

、
消

費

者

購

買

ヵ

を

堉

大

す

る

こ 

と
を
目
標
と
す
る
や
：ぅ
：に
な
つ
た
。
斯
く
て
公
共
事
業
は
い
よ
い
よ
つ
の
る
、#

氣
の
下
降
を
と
V

め
る
た
め
の
：手
段
と
考
へ
ら：

れ
■'

余
. 

本

位

維

持

か

、
そ
0

放
棄
に
よ
る
リ
フ
レ
A

シ
ョ
ン
政
策
か
の
論
議
が
交
は
ざ
：れ
る
.
や
ぅ
に
な
つ
た
.

0

斯
く
し
.
て

策

四

の

階

梯

.に
お
い 

て
、：
公
共
事
業
は
廣
ぐ
裳
政
策
の
_

目
的
? :

達
龙
る
：手

段
<!
:
;
:見
做
：さ
仉
た
';
0

_

リ
^

レ
エ
>

へ
勞
働
振
興
策
の
經
濟
'的
意
義 

ニ

ヨ

a

Q

三
三)

、

」
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一
 

V
 

a

s

s

棄
し
て
も
實
際
に
お
い.て
消
费
背
の
購
質
力
を
堉
大
し
、
も
つ
と
重
要
な
と

.と
に
は
.
*鐘
財
の
需
要
を
ぶ
♦

す
手
段
が
之
：の
紫
 

''
を
遂
行
す
る
玉
に
必
要
だ
と
思
：は
れ
た

0
斯
く
.て
財
政ィ
ン
フ
レH

シ
ョ
ン
と
公
共
事
業
とが
結
び
：

o

ぐ
こ
：I

缓

炙

鞋)o:

斯
檄

に
し
i

働
振
興
策
は
、
忘
れ
ら
れ
た
人.(The .forgotten 
_

)

を
救
ふ
た
め
の
政
策
と
同
時
私
、
：貨
龄
的
：要®'
を
衝
く
景
氣
政
策
.
' 

4
し
.て
0
役
割
を
獾
_
ず
る
に
藥
^

.

_

.

p
'6
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'

A
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a
'
c
a
y
e
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■

:
さ
て
勞
働
振
興
策
を
理
論
的
に
分
析
し
て
そ
の
；目
標
&'
示
さ
：5

?

.•
:

#
働
振
興
策
の
第

一

0
.目
標
，は
人
胳
勞
働
カ
の
：引
き
ぁ
げ
：ら
れ
た
使
用
で
ぁ

^
^
^
^
人
間
勞
働
を
引
：塞

げ

て

使

3
=

す
る
と
い
ふ
と
と 

.は
ノ
そ
れ
i
同
時
に
い
ろ
い
ろ
な

11
次

的

作

用

を

伴

：
ふ

含

^̂
 ̂

に
ぁ
げ
て 

.よ
か
ら
^

o
. 

.い

.:
;.
.
ン

.

.

.
: .
.
.
. 

'

,■
'■
.
.:

.

.

.
 

V

.

第「

5
目
揺
.は
國
民
經
濟
的
な
坐
產
カ
若
し
ぐ
は
國
民
經
濟
的
傻
値
で
ぁ
る

.:
0
;勞
働
振
興
經^-
は
、

ナ
方
忆
お
い
て
、
國
民
經
弯
勺 

作
値
を
興
す
自̂

-̂
無
く
-.
た
^
單

に

仕

事

を

與

へ

，
る

と

_
い

全
 

純
營
利
的
な
勞_
以

土

の

彥

で

ぁ

る

。

(

故
裏
ほ
國
家
經
濟
の：
5
 

嘈

葉

圈

體Q

經

濟

的

に
i

,

從
っ
て
勞
働
振
興
策
言 

結
び
っ
け
で
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

,
 

:

>

:
■

.
.

:

第
}

ニ
の
目
鶴
は
附
加
性
で
あ
る
？
こ
：の
：附
加
性
と
v >

ふ

：
の
：
は

國

家

，の
.
.
ノ

 

J

マ
ル.
な
a

っ
.永

續

的

な

經

濟

行

爲

ぬ

序

列

忆

這

人

つ

セ

居 

ら
な
い
：
も

：

p

: ^

い
ふ
意
味
で
あ
る
.0

而
:1
>

贫
; £

の
附
加
的
な
勞
働
の
中
に
は
、
，狹
い
意
味
の
も
の
'

士
廣
い
意
味
ぬ
¥

の̂

が

あ

る-°
狹 

い
意
味
の
附
加
的
勞
働
i

は
國
家
經
濟
の
'
.全
く
新
た
な
勞
働
給
付
で
あ
っ
て
'

斯
る
.
勞
働
0

坐
產
物
は
#

場
0

怒
め
に
生
產
'
さ
れ
る
0

. 

..,
'

ご

.

.

.

.

.

. 

. 

.
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'
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.
V

. 

,•■
■ 

.

■.
- 

- :
■■
.

.

■
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'■
■
' 

;

で
は
な
く
て
、
注
文
授
與
者
と1.
.て
：0
:國
家
の
た
め
に
.坐
產
さ
れ
る
。
從
つ

.て

.こ
の
坐
鹿
物
は
市
場
經
濟
と
競#:
的
に
接
觸
す
る
や
ぅ

.

'

.
 

...... 

- 
:

 

,

 

-

■
,
.

.

 

■

.

-

■

'
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-

.

-

:

な
；
と
f

t

*

い
0

;

^

れ

ゅ

反

し

：
て
、
：

«

い
意
味
の
.
附
加
的
勞
働
擴
興
は
市
場
經
濟
に
這
人
：り
込
み
->
^
^
^
^

•'
と
接
觸
す
る
や
ぅ
な
勞
働
始
付
を
包
括
す
：る

0び
即
:̂
市
場
經
濟
^
直
接
觸
れ
合
：ぶ
か
ど
沃
か
'に
ょ
ぬ
て:;
:
'
\
:
右
0-
抓
斧
^
^
3 

的
勞
働
が
考
ヘ
ら
れ
る
；の
セ
.あ
る
。̂

ボ
ほ
事
^
勞
働
使
角
^̂

附
伽
性
^
蔣

：
へ
：
る

必

要

，
が

^
名
:;
0
::
^
働
調
德
«

,0
附
_
胜
は
勿
論
財
政
：
;;
:結
び
っ
い
て
ゐ
るo

2
日
す
れ
ば
"
財
政
上
に
新
た
な
附
加 

性
が
加
って
、
こ
れ
が
.勞
働
の
調
達
に
.：.用
ひ
ら
.

れ
る
場
合
で
あ
る
。
斯
る
調
達
側
の
附
加
性
と
使
用
側
の
附
加
性
と
は
勞
働
實
行
，の
循

• 

:
 

/ 

- 

.

.

.

.
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. 

. 

.

-
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 ̂
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•■
:
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.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

環
に
お
い
：て
：浍
流
し
、
：
前

者
.«
>
驸
*
的
赞
用
は
後
廣
の
；勞
働
使
.用
の
作
用
に
ょ
っ
て
充
分
に
補
は
れ
る
も
の
と
思
は
れ
る

-.
0

:
:
:
:

要
す
る
に
勢
働
振
興
策
は
瑰
存
財
政
並
財
貨
循
環
.
の
，摘

大

を

意

味

し

、

新

た

な

(

附
加
的
な
.

)

生
產
蓮
環
.の
作
出
を
目
的
と
す
る
も
の

.で

.

.あ.る C 

訪

)

o
.

■

■

.

.

:

ン
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 Karl Schiller, 3

v
a
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斯
く
て
•努
働
振
興
策
が
經
濟
鞲
造
の
全
般
に
亙
っ
て
新
た
な
作
用
を
惹
き
起
す

^
の
と
す
れ
ば
、i
め
政
策
を
通
じ
て
財
政
そ
れ
自

.

體
の
意
味
も
變
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ

て
で
私
は
と
の

勞
働
振
興
經
濟
を
':
i
!
nじ
て(

現
實
の
財
政
が
如
何
な
る
本
質
的
變
化
を
ぅ
.

け
た
か 

.

.勞
働
振
興
策
の
經
濟
的
意
：靡
':
'

, '
-

.

.

:
 

'
I
s 

0

-

0

1

-



勞
働
振
興
策
の
經
濟
的
意
義
，
 

. 

I
M
C

 

C
I
o
n
H
c 

を
明
ら
か
に
し
ょ
ぅ
。

從
來
財
政
の
本
質
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
の
解
釋
が
あ
つ
た
。
ま
づ
個
人
主
義
的
硏
究
に
お
い
て
は
、
財
政
の
本
質
は
交
換
現
象
と 

し
て
理
解
さ
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
ザ
ッ
ク
ス
は
八
ム
共
經
濟
を
侗
人
經
濟
と
同一

の
邀
本
關
係
に
引
き
戾
し
て•

個
人
經
濟
に
お
け
る
欲
' 

望

充

足

の

，理

論

を

そ

の

ま

-4

公
共
經
濟
に
適
用
す
る
。
彼
れ
に
從
へ
ば
、

I

切
の
社
會
形
態
は
自
然
人
の
集
合
で
あ
つ
て
、
國
家
ち
亦 

こ
の
例
に
漏
れ
な
い
。
從
つ
て
集
合
體
と
し
て
の
國
家
の
活
動
は
個
人
に
お
け
る
經
濟
的
因
山
に
ょ
つ
て
決
定
せ
ら
れ
.
る
も
の
で
あ
る
。 

經
濟
現
象
の
完
全
な
る
现
論
は
共
同
經
濟
現
象
と
私
經
濟
現
象
と
を
同
時
に
體
系
的
に
取
り
扱
つ
た
も
の
で
な
、け
れ
ば
'な
ち
ぬ
0
即
ち 

こ
の
兩
經
濟
を
內
而
的
等
質
物
の
上
に
把
握
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
等
質
物
と
は
欲
望
の
充
足
で
あ
る
0

故

に

：欲

望

充 

■

足
の
分
柅
を
通
じ
て
、
財
政
と
經
濟
と
は
等
質
的
に
把
捉
さ
れ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
斯
く
て
心
理
中
：義
價
値
論
: ^

說
く
ザ
タ
タ
.

K

は
：
 

財
政
の
本
質
に
つ
い
て
も
、
こ
の
個
人
經
濟
を
吏
配
す
る
效
用
理
論
を
賞
い
て
ゐ
る
。
寧
ろ
彼
れ
は
共
同
經
濟
が
斯
：る
經
濟
R

値
を
標 

準
と
し
て
.
決
定
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
純
粹
經
濟
理
論
的
な
解
明
を
果
す
こ
•

と
が
出
來
る
と
考
ベ
た
0
.

其
他
0

財
政
の
脑
人
生
_

 

的
硏
究
も
廣
く
こ
の
效
用
計
量
を
栽
礎
と
す
る
の
で
あ
る(

0

。 

-
.

.

c
:s
'

個
人
主
顏
的
脉
政
理
論
.
に
つ
い̂

は
.
、細
著「

.
現
代
咏
政
學
.
'の.
.
.理
論
1.
'
-
第
.
'
.
1
.第̂
|
,
'ー
節
參
照̂ 

“
 

v::
:::
':
. 

.. 

次
に
財
政
理
論

(?
>
新

し

い

方

向

と

：し

て

、

ィ

尤
ヒ
h

並
に
リ

ッ
チtt

ル
の
說
が
あ
る
。
前
者
は
財
政
を
形
式
的
に
：み
て
需
要
と
充
足 

の
：調

盤

實

施

と
.
な
し
，
後
者
は
之
を
實
質
的
に
み
で
消
費
經
濟
だ
士
考

へ

て

ゐ

：
る
？」ィ

：：

觀

化

す

るこ
と

は

、
；
經

濟

に

お

け

る

理

念

を

變

：化

せ

し

め

1

人
間
行
爲
に
意
味
と
秩
序
^
を
付
與
し
而
し
て
經
濟
坐
活
を
明
ら
か
に
す

る
。
斯
る
行
爲
の
内
容
は
坐
活
必
：要
0
經
濟
的
基
本
關
係
に
よ
つ
，て
決
定
：せ
ら
れ
る

0
'ゴ
；
ッ
ト
ル
に
よ
る
士
、
、
需
要
と
充
足
と
の
均
衡 

は1:

輩
の
..意_
を
ネ
？
,°
即
ち
需
要
が
位
：置
に
適
合̂る
^
 

あ

る

.'
-°こ
：のt

一
方
商
に
お
い 

て
公
共
體
0
經
濟
行
爲
を
考
察
す
る
と
き
に
、

'財
政
の
本
質
が
明
ら
か
に
な
る
と
言
つ
’て
.ゐ
る
.
0更
：に
リ
ッ
チ.ェ
ル
に
よ
れ
ば
、
財
政 

」

は
共
同
欲
望
充
足
の
た
め
忆
*
つ
：ま
り
所
與
の
自
的
を
遂
行
せ
ん
：が
た
め
に
、

_
質
的
*非
物
質
的
手
逯
を
使
用
す
る
.こ
と
で
あ
る
。
だ

か

ら

財

政

，は

本

來

消

費

經

濟

(
y

e
r

b
r

a
&

s
w

i
r

t
s

c
h

a
f

t

襄
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政
論
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リ
ッ
チ
'
-

ル
の
財
政
論
に
ろ
い
.

：て
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，
同
書
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l
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併

：
じ

こ

：
れ

等

の

理

論

に

.よ
つ
.て
は
、
勞
働
振
興
策
を
說
明
す
る
.と
と
が
出
來
な
い
。
勞
働
振
興
策
は
國
家
の

：

投
資
經
濟
.で
あ
つ
：て
、

...
 

,

••
■•. 

-
 

•
 
•
 

.

こ
：の
投
資
經
濟
を
姻
じ

H

國
民
經
濟：一:

般

杧

新

た

な

經

濟

循

環

；の
；過
：程

'が
瑰

は

れ

るO
V從
;^

個
人
主
義
的

說

明.
：や

、
：：
: #

式
的
^

需
要
充
-
足
の
關
係
や
、
消
費
經
濟
と
し
て
の
理
解
か
ら
は
解
き
つ
く

さ

れ

な

い

。

蘧
に
，
も

述

：ベ
た
.や 

ぅ
に
ノ
勞
働
振
興
策
は
物
財
資
本
と
勞
働
士
の
關
聯
に
お
い
：て
.
>

凌
.：た

財

政

と

國

民

經

濟

方

の

：關

係

に

お

.
い
：て

、
.

國

民

§

上

.
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を
惹
ぎ
起
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
以
上
.
の
如
き
財
政
の
理
解
に
よ
つ
て
は
說
明
さ
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。
國
家
の
投
資
經
濟
と
し
て
の 

勞
働
振
興
策
ば
全
體
的
な
國
民
經
濟
に
作
用
し
、
こ
れ
にT

定
の
目
檩
を
與
へ
る
と
，い
ふ
* ;

味
で
、
寧
ろ
ゥ
グ
ナ
ア
の
坐
產
經
濟
と
し 

て
の
、
ま
た
シ
-

ュ
パ
ン
、
ア
ン
ド
レ

.
エ
の
高
.次
資
本
と
し
て
の
財
政
理
解
に
近
づ
く
も
の
と
み
て
よ
い
0

併
し
ヮ
グ
ナ
ア
、
シ
チ
パ
.
シ
，丨
 

ァ
ン
ド
レ
ヱ
の
思
想
は
た
經
濟
的
な
坐
產
性
を
中
心
に
も
つ
て
來
た
だ
け
^

、

.
未
だ
財
政
^
經
濟
と
の
融
合
か
ら
現
は
)f t

-
る
新 

努
働
振
興
策
の
經
濟
的
意
義 

.
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た
な
經
靈
展
の
理
解
に
は
到
達
し
て
ゐ
な
ぃ
。
斯
く
て
吾
々
I

働
振
養
を
通
じ
、
國
家
經
濟
と
計
®

經
濟
と
：8

合
が
現
：は
れ
，
 

.

る
と
：と
を
.
看
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す
る
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ち
財
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に

勞

遲

簾
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纂
§

效

果

は

ど

ぅ

か
^

私

は

さ

考

熔

勞

働

振

興

策

そ

れ

自

體

の

：發

展

段

階

を

示

し

：て

>

 

興
が
景
氣
政
策
と
じ 

て
の
'

效
及
文
發
榔
’

名
た
め
杧
寒
ン
ィ
ン
フ
レ
.

エ-
シ
ョ
.
ン
政
策
:<
*
1
-結
び
つ
く
べ
き
こ
：と
を
«

明
し
^

0

.

そ
0

蕋
本
的
な
规
成
は
-.
>

^

る
^

勞
働
振
興
策
が「

忘
れ
ら
れ
た
人」

を
雇
傭
す
.
.る
.と
.

い
ふ
だ
け
で
な
く
、
進
ん
で
坐
«

の
刺
戟
、
購

罵
0

增
太
と
な
.
る
べ
，
き

使

命 

を
も
つ
て
.

ゐ
る
か
ら
で
：あ
;:
?

>

0..
:
'
等
>

る
糙
適
的
な
液
命
を
深
た
す
た
；め
に
は
、
其
は
財
政
•

金

融

政

策

；と
.
結
び
；つ
：か
ね
於
な
ら
ぬ
。「

遊 

ん
で
ゐ
る
貯
蓄
‘

働
か
ず
-
に
ゐ
募
働
し
を
課
題
去
求
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だ
け
^

な

衣
 ̂
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ょ
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ぁ
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繁
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勞
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振
典
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效
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篇
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；
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れ
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寒
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£
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各
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ら
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追
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資
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支
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築
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追
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代
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價
輸
入
增
加
を
惹
き
趄
す
で
あ
ら
今
i
こ
：ろ
'が
現
_
の
ホ
況
狀
態
で.は
，
s

'

の
：こ^
は
た
ヒ
附
加
的
消
費§:
1小
部
分
疟
^̂
^̂ 

み
芷
し
：い
セ
：あ
ら
ぅ0\何
故
な
ら
ば
、
ぞo
大
部
分
は
現
在
使
用
在
れ
：て
居
ら
：ぬ

*E ：#

源
に
ょ
っ
て
價
格
の
.

大
な
：る
變
化
を
惹
き
起

.さ
ず
に
供
給
さ
れ
得
る
：か
ら
セ
：あ
る
。
：
加
：之
、
勞
働
奢
階
級
の
墙
大
じ
衣
購
實
力
が
ら
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內
：及
び
國
，
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外
^
腐
始
生
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を
引
き
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；げ
：る-か
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'-
そ
0
賊
1靈
を

增 

今

I3
-吾
々
比
積
極
的
に
.こ
れ
を
歡
迎
龙
，ベ
き
で
あ
ふ
タ—

物
^
供
給
を
人
エ
的
に
制
限
す
る
こ
と
に
ょ
0
:て
そ
：の
價
猶
を
引
き
上
げ
る

.
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#

五
げ
.る
方
が
遙
か
に
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つ
て
ゐ
る
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.
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#
は
未
だ
結
論
匕
達
し

〔
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0
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^
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ぐ
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隱
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岑
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三
〇

、
1

0

0

0〉 

か
ら
で
あ
る
。
即
ち
各
段
階
に
お
い
て
、
增
加
し
た
所
得
( 0

あ
る
部
分
は
雇
傭
增
加
に
移
つ
.

て
ゆ
か
な
，い
.
の
で
あ
る
0

或
部
分4

所
得 

客
に
よ
っ
て
貯
蓄
さ
れる
で
あ
ら
う
、
ま
た
或
部
分
は
物
價
を
騰
貴
せ
し
め
、
坐
產
者
がそ
の
增
加
し
た
利
潤
を
消
費
す
t

場
合
を
除
、
 

い
-て
は
*
何
處
が
梢
費
を
減
少
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
。
或
部
分
.は
輸
入
品
に
使
用

^
れ
る
で
あ
ら
う
。
—

斯
く
し
て
幾
多
の1

5
®

が
：
 

雇
傭
に
及
ぼ
す
純
粋
の
•結
果
を
出
す
た
め
に
は
、
以
上
の
諸部
面
に
耠
い
て
失
は
れ
る
割
合
に
っ
い
て
適
當
な
推
定
を
下
す

必
要
が
あ 

る
。
こ
の
適
當
な
推
定
が
鄯
情
に
應
じ
大
い
に
變
化
す
る
で
と
は
明
ら
か
で
あ
る
し
。

「

私
自
身
の
則
算
は
現
狀
に
.照
し
て

み
て
極
め
て
控
へ
目0

數
字
.を
と
つ
■

て
み
た
，が

、
少
ぐ
と
も
一

一
倍
に
な
つて
ゐ
る
。
從
っ
てI 

ヶ
¥

一
 
人
の
雇
傭
の
貸
付
亥出
は
最
初
に
述
べ
た
五
〇Q
ホ
ン
ド
士
い
ふ
.金
額
.で
试
な

く
、.
實
際
は

一
〇
〇
ポ
ン
.ド
で
あ
る0
'併
1>
私 

は
兎
に
角
驚
く
や
う
な
結
論
に
達
す
る

こ
と
を
誇
張
し
よ
う
と
は
望
ま
な
v>
か
ら
、
私
は
こ
れ
を
. 

一•
五
倍
と
し
よ
うo

即
ち
貸
付
支
出 

に
依
つ
て
傭
は
れ
た
二
人
の
人
は
、
私
自
身
の
信
ず
る
や
う
に
、
ニ
の
人
で
は
な
く
て
、

一

人
の
人
を
間
接
的
に
職
に
っ
.か
し
め
る
も 

の
と
し
よ
う
0

何
人
で
も
詳
細
な
計
算
を
行
ふ
人
は
、

こ
れ
よ
り
鈔
く
考
へ
る
こ
と
は
.出
來
な

^

で
あ
ら
，う
0

'-
;

即
ち
そ
の
こ
と
は
对
^
、 

連

送

，
直

擞

の

谓

馨

に

：っ
い
て
の
1
0.
0
ポ
ン
‘
の̂
：貸
付
亥
出0
逍
加
^
^
^
 ̂

の
で
は
な
く

——

影
響 

の
す
ベ
て
を
考
慮
に
い
れ
る
と
.

I

一 
人
半
を
使
用
する
と
と
令
意
.味
ず
る
の
：で
あ
る
0

C
の
こ
^

は
ー
人
-—
•
.

年
の
使
用
を
龙
す
た
め 

.に
は
' 
今
日
必
要
な^ ,
付W

出
：の.追
加
額
と
し
て
、
：

一::

三

三

續

裕
を
與
へ

る

た

め

に

吾̂の

議

論

，
は.

|

五
0

ホ.

ン
ド
と
：い
ふ
徽
字
を
基
礎
に̂
よ
う
0'
こ
の
；こ
^J

は
最
も
按
へ
目
に
し
て
吾
々
の
一j
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っ
の
.問
題
0
中
'の
第
一
の
も
の
に與

；；

へ
る
间
答
が
方
名
タ
次
に
豫
算
に
對
す
る
輕
減
の
程
度
を
考
虑
し
ょ
ぅ
。：
概
算
す
る
た

^(
に
は
、
.

失
業
呼
當
を
ぅ
け
る
一
人
の
平
均
費
用
は
普
猶
|

ヶ
年
五
：〇
ポ
ン
'
ド
で
あ
る
と
思
ふ
o

:

上
.
記
の
計
算
に
從
へ
：ば
、
，三
〇
〇
萬
ポ
ン
ド
の 

吏
出
は
直
接
問
接
に
少
く
と
孓
- :

萬
人
音
4

お
取
間
使
用
し
得
る
で
あ
ら
ぅ
。
從
つ
て
一
〇
〇
萬
ポ
ン
ド
の
失
業
手
當
が
，助
か
る
で
あ

ら
ぅ
:.
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れ
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前
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の
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芷
に
：三
分
0ニ
に
あ
.た
る」

0

.

.

.

.

. 

i
.
.
. 

.

.

.

.

.

.

.

 

.

 

•

 

.

、
-.
斯V

て
：l
u
o
o
萬
'ポ
ン
ド
の
貸
付
支
出
：の
追
加
が
.國
家
に
與
へ
る
利
益
は
少
く

と

も

■.〇
〇
萬
ポ
ン
-:
>

.>
四
五
萬
ポ
ン
，ド
の
合
針
、 

即
ち
概
算1:

§

萬
？

ドー

貸
付
支
出
の
：半
分
■

は

若

全

•

 

•

 

•

 

J 

.

 

.

 
.

 

' 

.

•

方
| 6
1

の

嗓

持

を

得

っ

、
あ

冬

賢

付

支

出

0

提

案

：に
對

し
'

て
‘

；：&

の
：推
理
を
適
用
才
る
な
ら
ば
雇
傭
を
*

^

す
る
：た
め

.. 

.
 

.

.

‘ 

.

.

.•
 

.

■.
 

. 

...
 

.

均
衡
さ
せ
る
：計
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の
間
に
矛
席
が
弟
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考
へ
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起
と
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-抓
%
菩
々
は
後
者
を
害
す
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.こ
と
を
權
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ば
#
タ
に
且
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意
深
べ
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を
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と
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ポ
全
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つ
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ゐ
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思
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實
は
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そ
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あ
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國
民
所
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を
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す
る
こ
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し
て
は
、
豫
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均
衡
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せ
る
可
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は
な
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。
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の
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こ
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